
1992年

健診異常者内訳
受診者男 1,301名 l=コ

女 1,727名 l夕Z
、エン

/

広 報

No3 9 1
平成 4年 3月 5日 発行

■発行/高森町役場 ■編集/総務課 〒86}16・熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地 富09676-2-1111・ FAX2-1174

▲ふるさと語 り部事業 (国民休暇村で)

人□の動き
(2月 1日現在)

世帯数 2,541(-2)
男  4,054(-2)
女  4,361(+4)

総 数 8,415(-4)
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か

保

的
に
男
性
の
健
康
状
態

が
悪
く
な

っ
て
い
ま
す
。

各
種
が
ん
検
診
で
は
６

名
の
早
期
が
ん
が
発
見
さ

れ
手
術
を
受
け
元
気
に
生
活
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
受
診
者
が
少
な
く
自
覚
症

状
が
出
て
か
ら
病
院
受
診
し
、
手
遅
れ
に

な
る
人
が
多
く
、
年
間
２６
名
の
が
ん
死
亡

者
が
出
て
お
り
死
因
の
ト
ッ
プ
を
占
め
て

い
ま
す
。
そ
の
他
の
死
因
で
は
、
二
位
心

臓
病
２３
名
、
三
位
脳
血
管
疾
患
９
名
と
成

人
病
が
主
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
病
気
は
、
ほ
と
ん
ど
が
食

生
活
と
深
い
関
係
が
あ
り
、
若
い
頃
か
ら

長
年
か
か
っ
て
下
づ
く
り
さ
れ
る
も
の
で

す
。
毎
日
の
生
活
習
慣
の
よ
く
な
い
事
が

積
み
重
な

っ
て
病
気
に
な
る
の
で
、
生
活

習
慣
病
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

栄
養
の
偏
り

ｏ
食
べ
過
ぎ

・
酒
の
飲
み
過

ぎ

・
タ
バ
コ
の

吸
い
過
ぎ

・
不

規
則
な
生
活

・

運
動
不
足

・
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
原
因
と
な

り
ま
す
。　
一
度
身
に
つ
い
た
生
活
習
慣
を

変
え
る
の
は
大
変
む
ず
か
し
く
、
子
供
の

頃
か
ら
の
良
い
生
活
習
慣
が
大
切
で
す
。

も
う

一
度
自
分
の
健
診
結
果
を
見
つ
め
、

成
人
病
を
寄
せ
つ
け
な
い
た
め
の
生
活
改

善
を
考
え

て
み
ま
し
よ
う
。

編

集

後

記

私
た
ち
が
生
活
す
る
う
え
で
、

ゴ
ミ
の
問
題
は
さ
け
て
と
お
れ
ま

せ
ん
。
身
の
回
り
に
あ
る
品
物
の

ほ
と
ん
ど
が
ゴ
ミ
に
な
る
可
能
性

を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
不
用
と

な
っ
た
時
、
ゴ
ミ
と
し
て
排
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
議
す
。
▼
先
日
、

町
道

（長
塚
～
里
本
線
）
脇
の
上

色
見
川
に
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
し

て
あ
り
ま
し
た
。
が
な
り
の
量
で

し
た
。
以
前
本
紙
で
も
特
集
し
た

ゴ
ミ
問
題
、
ゴ
ミ
は
、
き
ち
ん
と

分
け
て
、
決
め
ら
れ
た
日
に
、
決

め
ら
れ
た
場
所
に
出
す
、
こ
の
基

本
的
ル
ー
ル
を
守
り
た
い
も
の
で

す
。

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

っ
ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
ま
す
。

三

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
ま
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
ま

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
出

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
ま
す
。
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(上色見)12.25生  保 子

薔狩 萩らちゃん 修 司

(高森)12.29生   みつ代
:宇藤 敬太ちゃん 1専 美

色見)12.30生  美 佐

雄一ちゃん 信 一

司人

北 富士郎

2 生 代香

,4 さ´
つ き生

都  八郎

愛里ちゃん  武

(死亡者)(年齢)

岩下ツルコ 65
古澤 チヨ 94
北 信四郎 99
都  福男 85
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き
れ
い
に
磨
か
れ
た
窓
ガ
ラ
ス

は
、
気
持
ち
の
い
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
い
ざ
ガ
ラ
ス
ふ
き
と
な

る
と
、
意
外
に
重
労
働
で
す
。
手

際
よ
く
、
要
領
よ
く
ふ
く
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

窓
ガ
ラ
ス
の
水
ぶ
き
は
、
水
を

少
し
含
ま
せ
た
湿
り
ぞ
う
き
ん
で

ふ
き
ま
す
。
水
の
跡
が
残
ら
ず
、

き
れ
い
に
ふ
け
ま
す
。
油
汚
れ
は
、

ガ
ラ
ス
用
の
洗
剤
を
ス
プ
レ
ー
し
、

そ
の
上
か
ら
料
理
用
ラ
ッ
プ
を
十

分
間
程
度
張
り
ま
す
。
ラ
ッ
プ
を

は
が
し
て
乾
い
た
布
で
ふ
け
ば
、

油
が
洗
剤
で
ゆ
る
ん
で
い
る
の
で
、

簡
単
に
汚
れ
が
落
ち
ま
す
。
ラ
ッ

プ
の
代
わ
り
に
テ
イ
ッ
シ
ュ
な
ど

の
紙
を
使
う
と
、
ガ
ラ
ス
に
張
り

つ
き
、
は
が
す
の
が
た
い
へ
ん
で

す
。窓

ガ
ラ
ス
の
隅
の
汚
れ
は
、
水

に
濡
ら
し
た
布
に
塩
を
つ
け
て
こ

小
皿
で
ド

ロ
ド

ロ
に
溶
か
し
、
歯

ブ
ラ
シ
に

つ
け
て
、
上
か
ら
下
に

円
を
描
く
よ
う
に
し
て
こ
す
る
と
、

模
様
の
凹
凸
に
ク
レ
ン
ザ
ー
が
入

り
込
ん
で
汚
れ
が
取
れ
ま
す
。
後

は
水
ぶ
き
し
、
さ
ら
に
空
ぶ
き
し

て
仕
上
げ
で
す
。

ゴ
ム
ベ
ら
を
使
う
の
も
、
窓
ガ

ラ
ス
を
き
れ
い
に
す
る
コ
ツ
ー
ー

ガ
ラ
ス
全
体
に
霧
吹
き
で
水
を
か

け
、
ゴ
ム
ベ
ら
で
上
か
ら
下

へ
し

ご
く
よ
う
に
、
こ
す
り
ま
す
。
ホ

コ
リ
と
汚
れ
が

一
遍
に
取
れ
、
見

違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
汚
れ
た
水
が
流
れ
落
ち
な

い
よ
う
、
下
に
タ
オ
ル
を
当
て
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
後
は
、
乾
い
た

布
で
磨
き
ま
す
。

矢
　
津
　
田

年
金
支
綸
額
が

三

ｏ
三
％
引
上
げ

国
民
年
金

・
基
礎
年
金

・
厚
生

年
金
の
年
金
額
が
四
月
か
ら
三

・

三
％
引
き
上
げ
ら
れ

（完
全
自
動

物
価
ス
ラ
イ
ド
）
、
老
齢

・
障
害

・

遺
族
基
礎
年
金
は
月
額
五
八
、
五

〇
〇
円
か
ら
六
〇
、
四
四
二
円
に
、

老
齢
福
祉
年
金
は
月
額
二
九
、
九

二
三
円
か
ら
三
〇
、
九
二
五
円
に

な
り
ま
す
。
（左
の
表
参
照
）

老
墟
碑
建
云
喜
τ
受
け

と
っ
た
ら
証
書
提
出
を

老
齢
福
祉
年
金

（福
祉
年
金
）

証
書
の
提
出
は
、
四
月
と
八
月
の

年
二
回
に
な
り
ま
し
た
。
従
来
、

年

一
回

（八
月
期
支
払
後
）
福
祉

年
金
証
書
の
提
出
を
求
め
、
次
年

度
の
年
金
額
記
入
を
行
い
、
年
金

の
支
払
い
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
四
月
か
ら
の
年
金
額
引

上
げ
に
伴
う
改
定
差
額
の
支
払
い

に
つ
い
て
は
、
福
祉
年
金
特
別
証

書
に
よ
り
支
給
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
二
年
度
か
ら
は
支
給
規
則

の
改
正
に
伴
い
、
改
定
差
額
を
福

祉
年
金
証
書
に
よ
り
支
払
う
た
め
、

四
月

（
四
月
期
支
払
後
）
に
も
福

祉
年
金
証
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

従
来
か
ら
の
八
月

（八
月
期
支

払
後
）
に
福
祉
年
金
証
書
の
提
出

に
つ
い
て
は
、
十
二
月
期
支
払
分

と
翌
年
四
月
期
支
払
分
の
年
金
額

の
記
入
を
行
い
ま
す
。

年
金
の
保
険
料
額
が
　
②

月
額
九
、七
〇
〇
円
に

四
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料

が
月
額
九
、
七
〇
〇
円
に
な
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
納
め
る
保
険
料
は
、

年
金
制
度
の
大
切
な
財
源
で
す
。

人
口
の
高
齢
化
が
進
む
な
か
年

金
制
度
を
健
全
に
運
営
し
て
い
く

た
め
に
は
、
年
金
の
給
付
と
保
険

料
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
保

つ
事
が

必
要
で
す
。

年 金 額比 較 表
す
り
ま
し
よ
う
。
塩
が
汚
れ
を
吸

収
す
る
働
き
を
利
用
し
た
も
の
で
、

汚
れ
が
簡
単
に
取
れ
ま
す
。

模
様
が
あ
る
ガ
ラ
ス
は
、
凹
凸

に
汚
れ
が
た
ま
り
、
水
ぶ
き
な
ど

で
は
、
な
か
な
か
き
れ
い
に
な
ら

な
い
も
の
で
す
。
ク
レ
ン
ザ
ー
を

大
き
な
窓
ガ
ラ
ス
を
要
領
よ
く

磨
く
に
は
、
ガ
ラ
ス
用
洗
剤
を
×

印
に
大
き
く
吹
き

つ
け
、
乾
い
た

布
を
四
角
に
畳
み
、
洗
剤
を
の
ば

す
よ
う
に
外
側
か
ら
内
側
に
四
角

く
ふ
き
ま
す
。
そ
し
て
、
空
ぶ
き

を
し
ま
す
。

井

上

美

代

さ
ん
側

●   ●

●   ●

ラ
ッ
プ
と
塩
で
汚
れ
落
と
し

☆仕事は楽しいですか

地元の人との交流があり、や りがいの

ある仕事です。農協に勤めてまだ間もな

く、迷惑をかけると思いますが頑張りた

いと思います。

☆今、いちばんやりたいことは

最近運動不足なので、何かスポーツを

したいと思 う。

☆どんな町つ <り を望みますか

自然を大切にして、明るく、活気のあ

る町にしてほしい。

´
ヽ

、ヽ !

窓
ガ
ラ
ス
の

掃
除
と
磨
き
方

年   度

スライド率

項 目 年 金 額

平成 3年 度 平成 4年 度

31% 3.3%

年  額 月 額 年  額 月 額

〔厚生年金保険〕

老齢厚生年金(モデル)

障害年金。遺族年金

(最低保障額、1日法)

遺  族  年  金

(2子・最低保障額、|口 法)

円

2,472,∞ 0

35年加入・夫婦

基本 2,270,m0

加給 202,4∞| |

1,342,900

基  本 702,∞ 0

寡婦加算郎6,1()()

加  給 404,800

702,∞ 0

| ||

円

“

6,050

58,500

111,908

円

2,554,7∞

35年加入。夫婦

基本 2,345,600

加給 "9,100| |

1,387,4∞

基  本 725,∞0

寡婦加算 243,900

加  給 418,“0

725,300

| |

円

212,892

60,442

115,617

(国民年金)

老 齢 基 礎 年 金

障害基礎年金(1級 )

″  (2級 )

遺族基礎年金(子 1人 )

10年 年 金

5年 年 金

障 害 年 金(1級 )

″  (2級 )

母 子 年 金(子 1人 )

(老齢相社年金)

収入6∞ 万円未満

収入6∞ 万円以上

876万 円未満

58)500

73,125

58,500

75,367

35,542

30,あ 0

73,125

581500

75,367

η2,∞0

877,Ю 0

702,000

904,4∞

「基 本Ю2,∞ 0■

L加 算 202,400」

(3人 日以降)67,500

426,500

363,∞ 0

877、 500

702,∞ 0

904,400

母  子 702,∞0

母子加算 202,4∞

(3人 日以降)67,"0

359,200

299,5∞

29,933

24,958

725,∞0

906,6∞

725,300

934,4∞

「 基 本 725,300¬

し加 算

“

9,1∞ 」

(3人 日以降)69,Ю 0

440,7∞

375,100

906)600

725,300

934,400

母  子 725,300

母子加算
"9,100

]

(3人 日以降)69,7∞

371,100

303,500

60,442

75)550

∞,442

77,867

36,725

31,258

75,550

60,442

77,867

30,925

25,292

■勤務先

■趣 味

■血液型

高森町農業協同組合

ドライブ

おとなしい性格のA型

今月の表紙
高
森
の
音
や
今
を
皆
ん
な
で

楽
し
も
う
と
い
う

「ふ
る
さ
と

語
り
部
事
業
」
が
二
月
の
毎
週

日
曜
日
、
南
阿
蘇
国
民
休
暇
村

で
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

民
芸
品
づ
く
り
や
伝
統
の
伝
承

な
ど
を
、
高
齢
者

（６０
歳
以
上
）

の
方
々
が
指
導
者
に
な

っ
て
、

竹
と
ん
ぼ

・
わ
ら
ぞ
う
り

ｏ
押

し
花
を
使

っ
て
の
装
飾
カ
ー
ド

づ
く
り
な
ど
を
行

っ
た
も
の
で

す
。

前

後

午

午
は

ら

で

療

か

ま

診

時

時

３
月
１５
日
　
藤
　
本
　
医
　
院

圏
⑦
０
０
２
０

３
月
２０
日
　
平
　
田
　
医
　
院

８
②
０
２
１
６

３
月
２２
日
　
馬

原
内

科

医
院

雰
②
０
６
４
６

３
月
２９
日
　
東
　
　
　
医
　
院

雰
②
０
３
０
９

４
月
５
日
　
立
　
野
　
病
　
院

８
③
０
１
１
１

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）
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専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
３
月
２３
日

（月
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

農
業
と
農
産
物
の
素
晴
ら
し
さ

を
地
元
県
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
消
費
者
層
を
中
心

と
す
る
県
民
の
農
業

・
農
村
に
対

す
る

一
層
の
理
解
と
支
援
を
得
る

こ
と
を
目
的
に

「熊
本
農
業

フ
ェ

ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
と
　
き
／
３
月
２０
日

（金
）

。

２１
日

（土
）
の
２
日
間

■
と
こ
ろ
／
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク

（熊
本
県
農
業
公
園
）

■
内
　
容
／
農
産
物
等
の
飲
食

・

販
売
、
農
村
文
化
の
披
露
、
農
業

及
び
関
連
事
業
の
Ｐ
Ｒ
等

■
主
　
催
／
く
ま
も
と
農
業
フ
ェ

ア
実
行
委
員
会

（熊
本
県
他
１８
団

体
）

職
業
安
定
所
で
は
、
日
頃
遠
隔

地
の
為
、
利
用
が
不
便
で
十
分
な

サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
い
高
森
町
の

皆
さ
ん
の
た
め
に

「
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
人
手
不
足
、
就
職
や
雇
用
保

険
の
こ
と
な
ど
町
民
の
皆
さ
ん
と

職
安
が

一
体
と
な

っ
て
考
え
る
集

い
で
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

お
い
で
下
さ
い
。

■
と
　
き
／
３
月
２４
日

（火
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容
／
講
演
会
、
討
論
会
、

な
ん
で
も
町
民
相
談

コ
ー
ナ
ー

詳
し
く
は
、
町
役
場
企
画
課

（
♂
②
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
）
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

熊
本
県
で
は
、
交
通
事
故
に
あ

わ
れ
た
方
の
た
め
に
無
料
で
御
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
悩
み
の

方
は
お
気
軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

は
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、

土
曜
日

（第
２
、
第
４
は
除
き
ま

す
）
は
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

た
だ
し
、
祝
祭
日
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
と
こ
ろ
／
県
庁
２
階
交
通
事
故

相
談
所

相
談
の
際
は
、
交
通
事
故
証
明

書
あ
る
い
は
医
師
の
診
断
書
等
参

考
に
な
る
資
料
が
あ
れ
ば
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
ま
た
、毎
週
水
曜
日
（午

後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
）
は
、

弁
護
士
に
よ
る
相
談
も
行

っ
て
い

ま
す
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
交

通
事
故
相
談
所

（
８
０
９
６

・
３

８
３

・
１
１
１
１
内
線
３
８
０
３

・
３
８
０
４
ま
た
は
０
９
６

・
３

８
４

・
２
３
７
２
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
町
出
身
の
弁
護
士

。
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
開

か
れ
ま
す
。

法
律
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
結

構
で
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

■
と
　
き
／
３
月
２８
日

（土
）
午

後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
／
高
森
町
中
央
公
民
館

請
求
は
お
済
み
で
す
か

恩
給
欠
格
者
の

皆

様

ヘ

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

（総

理
府
所
管
の
認
可
法
人
）
で
は
、

い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
の
方
で
、

外
地
な
ど
に
勤
務
し
た
経
験
を
有

し
、
加
算
金
を
含
め
た
在
職
年
が

３
年
以
上
で
、
請
求
時
に
お
い
て

日
本
国
籍
を
有
す
る
方
に
は
内
閣

総
理
大
臣
名
の
書
状
を
、
さ
ら
に

７０
歳
以
上
の
方
に
は
高
齢
者
の
順

に
あ
わ
せ
て
銀
杯
を
贈
呈
し
て
お

り
ま
す
。

次
の
方
は
、
こ
の
事
業
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

日
　
年
金
た
る
恩
給
ま
た
は
旧

軍
人
軍
属
と
し
て
の
在
職
に

関
連
す
る
年
金
た
る
給
付
を

受
け
る
権
利
を
有
す
る
人
。

日
　
恩
給
欠
格
者
の
ご
遺
族
お

よ
び
戦
後
、
ソ
連
ま
た
は
モ

ン
ゴ
ル
の
地
域
に
強
制
抑
留

さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
方
。

日
　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
上
の
軍
属

（雇
員
、

傭
人
、
工
員
等
）
お
よ
び
準

軍
属
の
方
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
町

役
場
町
民
福
祉
課

（
圏
②
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
）
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

費税の申告と

31日 まで、」L
口

何かと忙しい3月 、個人事業者の消費税の申告と   正に伴うチエツクポイントをいくつか挙げてみまし

納税は3月 31日 までです。消費税の申告と、一部改   たので、参考にしてください。

まずは申告・納付をチャートで再チエツク

あなたの申告・納付は
(平成 3年分・個人事業者用)

スター ト

所得税の確定申告が

間違つていたとき

平成 3年分所得税の確定申告の期

限は、 3月 16日 ですが、確定申告書

を提出した後で、計算違いなどのた

めに、申告書の記載内容に間違いあ

ることに気付いた人は、それを訂正

することができます。

申告した税金が過少だったり、還

付をうけた金額が多すぎたりしたと

きは、「修正申告」により正しい金額

に訂正する必要があります。

また、逆に申告した税金が多すぎ

たり、還付を受けた金額が過少だっ

たりしたときは、正しい金額にする

ために 「更正の請求」をすることが

できます。この 「更正の請求」がで

きる期間は、来年の3月 15日 までで

す。

修正申告や更正の請求の手続きな

ど、お分かりにならないことがあり

ましたら、阿蘇税務署 (80967・ 2・ 0651)

や税務相談室 (096。 354・ 8642)|にお

|たずねく

は、閉庁

ださい。(第 2、 第

日とな ります )

気軽にお

4土曜 日

は い

●   ●

●   ●

は いい い え

消費税の申告と一部改正に伴うチェックポイント■|

平成元年中の課税売上高が3,000万円を超える個人

事業者、または、3,000万円以下の事業者で、「消費税

課税事業者選択届出書」を提出された方は、平成 4

年 3月 31日 までに申告し納付してください。その場

合、「消費税確定申告書」には、簡易課税用と一般用

の 2種類があります。平成 2年 までに「消費税簡易

課税制度選択届出書」を提出している方は簡易課税

用を、それ以外の方は一般用を提出してください。

[A]次 に挙げる取引にかかる消費税は、平成 3年 10月 1日 から非課税になっています。

1)第 2種社会福祉事業等  2)出 産費用等  3)埋葬料・火葬料  4)身体障害者用物品の譲渡等

5)入学金・施設設備費等  6)教科書の譲渡  7)住宅の貸付け

[B]改正に伴い、次に挙げる届出書を平成4年 3月 31日 までに提出した場合には、個人事業者の方は平成 4

年分より適用を受けることができます。

1)簡 易課税制度選択届出書

2)簡 易課税制度選択不適用届出書

3)課税事業者選択届出書 (こ の改正で新たに課税または非課税 となった取引を行っている事業者に限り

ます)

4)課税事業者選択不適用届出書 (こ の改正で新たに課税または非課税 となった取引を行っている事業者

に限ります)

く
ま
も
と
農
業
フ
ェア

年

　

金

平成元年中の課税売上高は

3.000万 円を超えますか

平成元年中の課税売上高は

5億円を超えますか

事
業
者

は い

t｀ い え いいえ

課税事業者 を選択 していますか 簡易課税制度を選択 していますか

原 ||ど おり

納付税額を

計算 します

☆仕入税額の集計は

省略で きます

★卸売業者の場合は

03%で 計算します

次の算式により納付税額を計算 します

平成 3年分の課税売上高×06(03)%

=本来納付すべき税額

tヽ い た

は い

平成 3年分の課税売上高は6,000万 円未満ですか

限界控除制度 に

より納付税額が

軽減 されます

次の算式により計算 した税額を納付 します

本来納  平成 3年分の課税売上高-3,000万 円
付すべ ×

一
き税額 3,000万 円

は t

い い ス _

平成 3年分は納税義務があ りません
消費税の申告・納付を行います (中 間納付税

額がある場合には、その金額を控除 します )

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー

交

通

事

故

法
　
律

（無
料
）

3/16日 (月 )3/25日 (水)4/6日 (月 )時 間 9時～15時(3) (10)

お 知 ら せ

笏機械鰺多多
|‐■■11■ |■

|‐

||111111

5蟷蜀
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子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

行
動
特
性
を
理
解
し
た
う
え
で

交
通
安
全
を
具
体
的
に
教
え
よ
う

も
う
す
ぐ
春
休
み
。
暖
か
く
な

っ
た
屋
外
で
子
ど
も
た
ち
が
、
元

気
に
遊
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
な

か
に
は
、
四
月
の
新
入
園

。
新
入

学
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
子
ど
も
の
行
動

範
囲
が
広
ま
る
こ
の
時
期
は
、
子

ど
も
の
交
通
事
故
が
多
発
す
る
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。
い
ま
ま
で
、

い
つ
も
親
と

一
緒
に
出
か
け
て
い

た
子
ど
も
た
ち
は
、
入
園

・
入
学

を
機
に
、　
一
人
で
道
路
を
歩
く
よ

う
に
な
り
ま
す
。
慣
れ
な
い
道
で

の
通
園

。
通
学
は
、
交
通
事
故
の

危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
を
交
通

事
故
か
ら
守
る
た
め
に
、
わ
た
し

た
ち
大
人
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

し
よ
う
か
。

道
路
へ
の

″飛
び
出
し
〃
が

子
ど
も
の
交
通
事
故
の
主
な
原
因

子
ど
も
の
交
通
事
故
の
原
因
は
、

道
路

へ
の

″
飛
び
出
し
″
が
最
も

多
く
、
次
い
で

″
車
の
直
前

・
直

後
の
横
断
″
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
子
ど
も
の
行
動
特

性
に
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
に
は
、　
一
つ
の
こ
と
に

注
意
が
向
く
と
、
周
り
の
も
の
が

日
に
入
ら
な
く
な
る
と
い
う
特
性

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、遊
び
に
夢

中
に
な
っ
て
い
る
と
き
は
、車
が
近

づ
い
て
き
て
も
気
が
つ
か
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。ボ
ー
ル
が
道
路
の

ほ
う

へ
転
が

っ
て
い
っ
た
り
、道
路

の
向
こ
う
側
か
ら
親
が
声
を
か
け

た
り
す
る
と
、急
に
道
路

へ
飛
び
出

し
て
し
ま
う
の
も
そ
の
た
め
で
す
。

ま
た
、
物
事
を
単
純
に
理
解
し

て
し
ま

っ
た
り
、
物
陰
や
狭
い
と

こ
ろ
で
隠
れ
て
遊
ぶ
の
を
好
ん
だ

り
す
る
と
い
う
特
性
も
あ
り
ま
す
。

止
ま

っ
て
い
る
車
は
安
全
だ
と
、

そ
の
後
ろ
や
下
に
潜
り
込
ん
で
遊

ん
だ
り
す
る
の
は
そ
の
た
め
で
す
。

正
し
く
で
き
る
ま
で

言
葉
だ
け
で
な
く
手
本
を
見
せ
て

こ
の
よ
う
な
、
子
ど
も
の
行
動

特
性
を
よ
く
理
解
し
た
う
え
で
、

わ
た
し
た
ち
は
子
ど
も
の
交
通
安

全
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ま
ず
、
親
は
、
通
園
や
通
学
の

道
路
を
子
ど
も
と

一
緒
に
歩
い
て

み
て
、
ど
こ
が
危
な
い
の
か
、
何

に
ど
う
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
を
、
言
葉
だ
け
で
は
な

く
、
手
本
を
見
せ
な
が
ら
、
子
ど

も
が
正
し
く
で
き
る
よ
う
に
な
る

ま
で
具
体
的
に
何
度
も
教
え
ま
し

ょ
う
。
例
え
ば
、
正
し
い
道
路
の

横
断
の
仕
方
は
、
渡
ろ
う
と
す
る

信
号
が
青
に
な

つ
た
ら
、
手
を
上

げ
左
右
を
見
て
車
が
止
ま

っ
た
の

を
確
か
め
て
か
ら
横
断
を
始
め
、

横
断
中
も
周
り
の
車
に
気
を
つ
け

る
、
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
で
す
。

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

は
、
公
園
な
ど
子
ど
も
の
遊
び
場

の
近
く
や
、
裏
通
り
な
ど
を
走
る

と
き
は
、
い
つ
ど
こ
か
ら
子
ど
も
が

飛
び
出
し
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
か
ら
、
必
ず
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し

て
、慎
重
に
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
交
通
事
故
は
、
わ
た

し
た
ち
大
人
が
防
い
で
あ
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

雲
雀
…
…
天
貌
と
も
書
き
ま

す
。
ヒ
バ
リ
は
、
春
が
く
る
と

空
の
上
で
、
ピ
ー
チ
ク
パ
ー
チ

ク
と
さ
え
ず
る
鳥
と
し
て
お
な

じ
み
で
す
。
ヒ
バ
リ
の
声
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
て
、

そ
の
姿
は
…
…
あ
ま
り
印

象
に
残

っ
て
い
な
い
と
い

う
方
が
、
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ヒ
バ
リ
は
、
麦
畑
や
草

む
ら
の
な
か
に
巣
を
作
り

ま
す
。
体
の
色
は
、
外
敵

か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、

地
面
の
色
に
似
た
灰
色
が
か
っ

た
褐
色
で
す
。
派
手
な
鳴
き
声

に
似
ず
、
姿
は
地
味
で
す
。

ヒ
バ
リ
の
雄
は
、
繁
殖
期
に

な
る
と
、
縄
張
り
の
上
を
舞
い

な
が
ら
さ
え
ず
り
ま
す
。
巣
に

戻
る
と
き
は
、
巣
の
位
置
を
知

ら
れ
な
い
た
め
に
、
少
し
離
れ

た
と
こ
ろ
に
下
り
、
歩
い
て
巣

に
戻
り
ま
す
。
し
か
し
、
飛
び

立
つ
と
き
は
、
巣
か
ら
直
接
飛

田
ん
ぼ
径
誰
に
も
逢
わ
ず
梅
の
花

山
門
を
入
る
よ
り
ど

っ
と
梅
の
冷
え

師
を
偲
ぶ
禅
苑
の
梅
満
開
に

追
悼
に
師
の
句
そ
ら
ん
じ
梅
仰
ぐ

大
障
子
開
け
て
梅
の
香
ほ
し
い
ま
ま

梅
の
句
碑
遺
し
て
梅
に
逝
き
給
う

友
見
舞
う
日
も
決
め
か
ね
し
余
寒
な
お

詠
み
人
の
ま
さ
ぬ
句
碑
訪
う
春
の
泥

春
寒
に
や
さ
し
き
面
の
六
地
蔵

揺
れ
る
木
に
揺
れ
ざ
る
木
々
に
春
の
風 び

出
し
ま
す
。

昔
は
ヒ
バ
リ
を
捕
え
て
飼
育

し
、
「
ヒ
バ
リ
か
ご
」
と
い
う
背

の
高
い
か
ご
に
入
れ
て
、
そ
の

鳴
き
声
を
楽
し
む
風
習
が
あ
り

ま
し
た
。
揚
げ
ヒ
バ
リ
と
い
っ

て
、
か
ご
か
ら
空
に
飛
び
立
た

せ
、
ま
た
か
ご
に
戻
ら
せ
る
と

い
う
遊
び
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ヒ
バ
リ
を
捕

ら
え
て
飼
育
す
る
た
め
に
、
ヒ

バ
リ
笛
と
い
う
の
が
あ
り

ま
し
た
。
細
い
竹
の
な
か

に
水
を
入
れ
て
吹
き
、
ヒ

バ
リ
の
さ
え
ず
り
に
似
た

音
を
出
し
て
、
ヒ
バ
リ
を

誘
う
の
で
す
。
現
在
は
、

野
性
動
物
で
あ
る
ヒ
バ
リ

を
捕
え
た
り
、
飼
育
し
た

り
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ

て
い

ま
す
。
自
然

の
声
を
楽
し
み
ま

し
よ
う
。

ヒ
バ
リ
は
草
が
緑
に
な
る
と
、

さ
え
ず
り
始
め
ま
す
。
三
～
五

月
は
、
「国
土
緑
化
運
動
強
調
期

間
」
で
す
。
各
地
で
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
緑
を

守
り
育
て
る
た
め
に
、
森
林
と

の
触
れ
合
い
を
深
め
ま
し
よ
う
。

蝙 麒 蟷 ⑪ e鯰 晰 蝙

題「ロボット」

1年

工藤 裕季 くん

題「天 地」

5年

工藤 正和 くん

●担
当
の
斎
藤
ま
ゆ
み
先
生
が
ら
　
筆
使
い
も
大

変
丁
寧
に
力
強
く
の
び
の
び
と
書
け
ま
し
た
。
正

相
＜
ん
の
性
格
が
よ
＜
表
れ
て
い
る
作
品
で
す
。

亭旱
キ
甲
ホ
五
桂十
二
譲
＾
工
わ

肥

後

狂

句

（阿
蘇
御
神
火
会
）

●

●   ●

軸 国 鴫

担
任
の
中
島
恭
子
先
生
か
ら
　
ロ
ボ
ツ
ト
の
足

や
胴
体
を
作
っ
て
、
自
分
が
中
に
入
っ
て
、
遊
び

な
ど
ら
作
っ
て
い
ま
し
た
。
マ
ン
ト
を
つ
け
て
か

っ
こ
い
い
ロ
ボ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。

一
人
三
役
　
時
間
割
り
振
り
し
こ
な
さ
ん

高
菜
漬
　
腹
八
合
で
止
め
さ
せ
ん

選
手
交
替
　
皆
ん
な
使
わ
す
草
野
球

一
人
三
役
　
今
に
過
労
死
さ
す
と
ば
い

御
協
力
下
さ
い
　
米
は
農
家
の
命
草

そ
ら
ア
恐
縮
　
俺
リ
ィ
似
と

っ
て
打
た
れ
よ
る

冷
え
こ
う
で
　
婆
も
雀
も
ま
ん
丸
イ

高
菜
漬
　
フ
ラ
ン
ス
で
阿
蘇
な

つ
か
し
み

一
人
三
役
　
時
差
果
け
し
と
る
暇
の
無
ア

冷
え
こ
う
で
　
今
朝
の
五
岳
は
銀
世
界

（菜

の
花
句
会
）

堀
田
　
蘇
仙

熊
川
　
豊
泉

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

林
田
　

一
声

松
野
　
笑
声

岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
夫

岩
下
　
哀
草

弥
永
　
蕗
子

内
田
　
フ
ミ

松
岡
　
信
子

桐
原
　
　
寿

林
　
　
久
恵

山
村
ふ
み
子

古
庄
　
泰
子

平
田
ル
リ
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美

草部南部小

1'F

句

(4)(9)

鶴躍

黎
．集

蘇赳
鮪0■

,ヽ、 11,‐

‐●||

”
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福
祉
先
進
国
を
訪
問
し
て

オ
ラ
ン
ダ

・
イ
ギ
リ
ス

・
フ
ラ
ン
ス

梅
香
苑
　
矢
野
　
貴
政

た
。我

々
の
町
で
も
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の

良
い
所
を
取
り
入
れ
、
地
域
の
実

情
に
添

っ
た
形
で
福
祉
を
充
実
さ

せ
る
に
は
、
ど
ん
な
方
法
が
あ
る

の
か
考
え
て
み
ま
し
た
。

ヨ
ー

ロ

ツ
パ
か
ら
学
ぶ
点
と
し
て
「在
宅
」

「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー

・
ケ
ア
ー
（在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
）
」
と
い
う
シ
ス

テ
ム
が
、
医
療
制
度
と
の
連
携
の

も
と
で
必
要
な
と
こ
ろ
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
が
、
き
め
細
か
に
行
き

届
く
と
い
う
体
制
が
制
度
的
に
補

償
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
日
本
の
場
合
に
は
、

民
間
の
団
体
の
努
力
と
か
、
地
方

自
治
体
の
独
自
の
制
度
や
施
策
と

い
つ
た
も
の
で
対
応
し
て
い
る
の

で
す
が
、
そ
れ
が
ま
だ
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
で
、
十
分
に
行
き
わ
た

っ
た

状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら

を
ど
う
し
た
ら
実
現
で
き
る
か
と

い
う
こ
と
を
地
域
の
社
会
福
祉
協

議
会
を
中
心
に
我
々
が
共
同
し
て
、

み
つ
め
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
こ

れ
か
ら
の
課
題
で
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

実
際
に
高
森
町
で
も
実
現
し
て

い
る
事
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
社

会
福
祉
協
議
会
活
動
の
中
で
、
主

に
独
り
暮
ら
し
の
方
を
対
象
に
し

た
週
二
回
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
、
在

宅
の
高
齢
者
の
不
自
由
な
方

へ
の

入
浴
サ
ー
ビ
ス
等
で
す
。
ま
た
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
も
、　
一
時

的
に
介
護
が
必
要
な
方
を
預
か
る

シ
ヨ
ー
ト
ス
テ
イ
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
具
体
的
に
地
域

と
の
か
ね
あ
い
で
実
際
に
進
め
て

い
け
る
福
祉
施
策
の
内
容
を
も

つ

と
整
備
し
て
い
き
、
「
こ
れ
は
い
け
　
侶

る
」

。

「
こ
れ
は
出
来
な
い
」
そ

し
て
そ
の
原
因
は
何
処
に
あ
る
の

だ
ろ
う
か
、
と
い
う
所
ま
で
突

っ

込
ん
で
行
く
と
地
域
住
民

へ
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
も
、
も

つ
と
充
実
し

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
が
、
気
軽
に
利

用
で
き
、
又
、
地
域
に
役
立

つ
施

設
と
し
て
、
も

つ
と
も

つ
と
皆
さ

ん
と
の
連
携
が
必
要
に
な

っ
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

遠
メ

しへ稔
行
す
る
門
出
に
当
た

っ
て
、
「鹿
島
立
ち
を
祝
し
て
乾
杯
！
」

と
い
っ
た
言
い
方
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
旅
立
ち
を
意
味
す

る
こ
の

「鹿
島
立
ち
」
は
、
茨
城

県
鹿
島
町
の
鹿
島
神
宮
と
か
か
わ

り
の
あ
る
、
永
い
歴
史
を
も
つ
た

言
葉
で
す
。

古
代
、
東
国
か
ら
多
数
徴
発
さ

れ
て
、
北
九
州
の
防
備
に
当
た

っ

た
兵
士
は
、彙
瀕
´
（辺
地
）
を
守
る

意
味
で
、
「防
人
」
と
呼
ば
れ
ま
し

た
。
「万
葉
集
」
に
も
、
東
国
方
言

を
用
い
た
防
人
の
歌
が

集
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

「鹿
島
立
ち
」
は
防
人

た
ち
が
出
発
前
に
鹿
島

神
官
に
参
拝
し
、
途
中

の
無
事
を
祈

っ
た
な
ら

わ
し
に
始
ま
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

い
ま
も
、
毎
年
二
調
拠
湘
に
行

わ
れ
る
鹿
島
神
官
の
祭
頭
祭
は
、

そ
の
防
人
の
鹿
島
立
ち
の
故
事
に

ち
な
ん
だ
祭
礼
で
す
。
旗
印
を
押

し
立
て
、
派
手
な
た
す
き
、
鉢
巻

き
り
装
束
で
、
ニ
メ
ー
ト
ル
余
り

の
樫
の
棒
を
持

っ
て
、
は
や
し
歌

を
歌
い
な
が
ら
練
り
歩
き
ま
す
。

も

つ
と
も
、
「鹿
島
立
ち
」
と
い

つ
て
も
ピ
ン
と
こ
な
く
な

っ
て
い

る
現
代
で
は
、
成
田
空
港
か
ら
旅

立
つ

「成
田
立
ち
」
と
い
っ
た
ほ
　
⑤

う
が
、
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

福祉先進国を訪間された

矢野貴政さん

日
本
の
老
人
ホ
ー
ム
は
、
措
置

制
度
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

利
用
者
が
入
所
申
請
す
る
と
、
公

的
機
関
に
よ
り
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
等

へ
の
入
所
が
審
査
、
決
定

さ
れ
ホ
ー
ム
で
の
生
活
が
始
ま
り

ま
す
。
そ
し
て
本
人
の
収
入
、
扶

養
義
務
者
の
収
入
に
応
じ
て
必
要

な
負
担
金
が
定
め
ら
れ
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
老
人
の
場
合

に
は
、
老
人
ホ
ー
ム
や
シ
ェ
ル
タ

ー
ド

・
ハ
ウ
ス

（高
齢
者
向
け
に

特
別
に
設
計
さ
れ
た
緊
急
通
報
装

置
が
配
置
さ
れ
、
住
み
込
み
管
理

人
が
い
る
小
規
模
集
合
住
宅
）
で

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時

に
足
り
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
公

的
扶
助
を
バ
ツ
ク
ボ
ー
ン
（支
え
）

に
し
て
そ
の
人
達
の
生
活
を
さ
さ

え
る
と
い
う
体
制
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
暮
ら
し
を
見
て
み
る
と
若
い

頃
か
ら
の
生
活
そ
の
も
の
が
部
屋

の
中
に
あ
る
と
い
う
感
じ
で
す
。

個
人
の
生
活
が
大
変
尊
重
さ
れ
た

生
活
で
あ
り
、
温
厚
な
顔
の
表
情
、

自
作
絵
画
の
壁
飾
り
、
若
い
頃
の

夫
婦
の
写
真
、
窓
辺
の
花
、
手
作

り
の
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
等
日
本
人

と
の
生
活
習
慣
の
違
い
も
あ
る
で

し
ょ
う
が
、
自
己
主
張

・
自
己
表

現
の
は
っ
き
り
し
た
生
活
で
す
。

″余
生
を
ゆ
つ
た
り
と
過
ご
し
て

い
る
″
そ
ん
な
印
象
を
受
け
ま
し

●   ●

●   ●
オ
ラ
ン
グ

・
ア
ル
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
老
人
ホ
ー
ム
の
人
々

（上
）
と

き
れ
い
に
飾
ら
れ
た
部
屋

（下
）

み
ん
な

の
ひ
■,日、
―

|ざ

広 報 係 へ ご連絡 下 さい

21111

燿

の
注
文
が
相
つ
い
で
い
ま
す
。
こ

れ
は
、南
阿
蘇
地
域
の
話
題
づ
く

り
、
キ
ヤ
ツ
チ
フ
レ
ー
ズ
「水
の

生
ま
れ
る
里
」
の
Ｐ
Ｒ
等
に
よ
り

観
光
客
の
誘
致
を
は
か
り
村
お

こ
し
を
ね
ら

つ
た
も
の
で
す
。

南
阿
蘇
鉄
道
で
は
、
こ
の
新

駅
開
業
に
伴
い
四
月

一
日
か
ら

若
干
の
時
刻
の
変
更
を
行
い
ま

す
。
全
体
的
に
大
き
な
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
が

一
分
か
ら
三
分

程
度
の
変
更
で
す
の
で
ご
注
意

下
さ
い
。
尚
、
現
在
臨
時
列
車

と
し
て
走

っ
て
い
る
、
立
野
発

二
十
時
三
十
七
分
の
レ
ー
ル
バ

ス
は
日
曜
、
祝
日
以
外
は
定
期

列
車
と
し
て
毎
日
運
転
し
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
た
め
、
安

全
に
早
く
正
確
に
を
モ
ッ
ト
ー

に
フ
ル
運
転
い
た
し
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
御
利
用
下
さ
い
。
増
便

し
駅
も
増
や
し
た
も
の
の
利
用

客
が
減

っ
た
と
な
る
と
鉄
道
を

残
し
た
意
味
が
な
く
な
り
ま
す
。

尚
、
七
月
に
は
Ｊ
Ｒ
と
の
関

連
か
ら
再
び
変
更
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
が
、
更
に
便
利

に
な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
御
利
用
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ロッコ列車。   注 X印は、土曜・ 日曜・祝 日運転休止

ロッコ列車の運転 日には運転休止。

上

り

立

野

行

X2 *901C 10 *901」 X14 16 18 20 22 24 26 ×28

高  森 5:54 6:29 9:08 10:45 12:14 13:44 14105 16:10 17:26 18:05 18:54 19:38 20:45 21:33

見 晴 台 5:56 6:31 7:58 9:10 10:47 12:16 13:49 14:07 16:12 17:28 18108 18:56 19:41 20:47 21:35

阿蘇白川 6:00 6:35 8:01 9:14 10151 12:20 13:56 14:11 16:16 17:32 18:11 19:00 19:44 20:51 21:39

中  松 6:04 6:40 8:05 9:18 10:01 10:55 12:28 14:05 14:15 16:20 17:36 18:18 19:05 19:50 20:56 21:43

白水高原 6:07 6:43 8:08 9:20 10:06 10:58 12:31 14:10 14:18 16:23 17:38 18:21 19:08 19152 21:00 21:46

阿蘇下田 6:09 6:46 9:23 12:35 14:16 14:21 16:26 17:41 18:24 19:11 19155 21:03 21:49

加  勢 6:12 6:48 9:26 10:16 11:03 12:38 14:21 14:24 16:28 17:44 18:27 19:13 19:58 21:06 21:52

長   陽 6:14 6:50 9:28 10:20 11:05 12:41 14:24 14:26 16:31 17:46 18:29 19:15 20:01 21:08 21:54

立   野 6:20 6:56 8:22 9:34 10:34 11:11 12:47 14:38 14:33 16:37 17:52 18:36 19:21 20:07 21:14 22:01

一
〇

．Ｓ４

駅の新設で利用客増が期待される高森駅

ヽ
２

，

時   刻   表

南
阿
蘇
鉄
道
で
は
、
自
水
村

が
主
体
と
な
り
、
久
木
野
村
及

び
運
営
基
金
等
の
協
力
に
よ
り

阿
蘇
下
田
、
中
松
駅
間
の
東
金

ま

ま

印

印

＊

）ム

注

注

間
と
い
う
所
に
日
本

一
長
い
駅

名

「南
阿
蘇
水
の
生
ま
れ
る
里

白
水
高
原
」
と
い
う
駅
を
新
設

し
、
平
成
四
年
四
月

一
日
か
ら

開
業
い
た
し
ま
す
。

現
在
茨
城
県
の

鹿
島
臨
海
鉄
道
の

「長
者
ケ
浜
潮
騒

は
ま
な
す
公
園
前
」

と
い
う
駅
が
十
三

文
字
で
日
本

一
で

す
が
、
こ
ち
ら
は

そ
れ
よ
り
も

一
字

多
い
十
四
文
字
と

な
り
日
本

一
長
い

駅
名
と
な
り
ま
す
。

す
で
に
全
国
か
ら

問
い
合
わ
せ
も
多

く
、
記
念
切
符
等

安
全
に
早
く
正
確
に

レ
ー
ル
バ
ス
の
時
刻
を
改
正

囲
目
■
□

7:55

10:12111:00

8:14

鹿
=率

●



一　

一
伝
承
遊
び
と
同
和
教
育
を
兼
ね

た
催
し
が
二
月
二
十
四
日
、
草
部

北
部
小
学
校
（斎
藤
功
校
長
２３
人
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後

一
時
か
ら
行
わ
れ
た
伝
承

遊
び
は
、

５０
歳
代

。
６０
歳
代
で
活

動
さ
れ
て
い
る
五

・
六
会

（井
上

恵
会
長
３５
人
）
が
指
導
、
竹
馬
、

竹
と
ん
ば
、
お
じ
や
め
、
わ
ら
ぞ

う
り
づ
く
り
等
を
児
童
と
楽
し
み

ま
し
た
。

ま
た
、
親
子
で
の
巣
箱
づ
く
り

も
同
時
に
行
わ
れ
、
出
来
上
が

っ

た
巣
箱
に
は
児
童
の
名
前
を
書
い

て
校
庭
の
本
に
取
り
付
け
ら
れ
ま

す
。
「全
部
の
巣
箱
に
小
鳥
が
卵
を

生
み
ま
す
。
巣
箱
は
中
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て

い
る
の
で
児
童
も
小
鳥
の

生
育
を
観
察
す
る
事
が
で

き
ま
す
」
と
斎
藤
校
長
先

生
。こ

の
後
、
親
子
、
五

・

六
会

一
緒
に

「飛
べ
な
い

蛍
」
、
「さ
わ
や
か
な
人
々
」

二
本
の
映
写
会
を
し
て
同

和
教
育
を
勉
強
し
ま
し
た
。

な
れ
な
い
し
ぐ
さ
で

一
日
保
育
者
体
験

広
く
行
政
、
議
会
を
は
じ
め
地

域
住
民
の
方
々
に
、
保
育
所
保
育

に
対
す
る
理
解
を
よ
り

一
層
深
め

て
も
ら
お
う
と
「
一
日
保
育
者
（保

母
）
」
運
動
が

一
月
三
十
日
、
高
森

保
育
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
岩
下
美
智
夫
助
役

ら
六
人
が
午
前
九
時
か
ら
内
容
の

説
明
を
受
け
た
後
、
園
児
に
紹
介

が
あ
り
、
そ
の
後
、
各
ク
ラ
ス
に

別
れ
て
、
絵
本
を
読
ん
だ
り
、
紙

し
ば
い
等
を
し
て
保
育
体
験
し
ま

し
た
。　
一
日
保
育
に
参
加
し
た
町

社
会
福
祉
協
議
会
の
森
秀
喜
さ
ん

は

「
一
人
ひ
と
り
目
が
届
か
な
く

て
は
い
け
な
い
な
ど
、
大
変
な
仕

事
で
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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の
し

い
な
竹
馬

に
竹
と
ん
ぼ

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

一
緒

高森駅前を一斉にスター トする選手

く

蔵出しの新酒に舌鼓

交
通
安
全
願
い

１３
チ
ー

ム
が

健

脚
を
競
ラ

―
ム

（オ
ー
プ
ン
参
加
ニ
チ
ー
ム

を
含
む
）
百
三
十
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

レ
ー
ス
は
絶
好
の
コ
ン
デ
イ
シ

ヨ
ン
の
な
か
、
午
前
九
時
四
十
分

ま
ず
四
十
歳
以
上
男
子
が
高
森
駅

前
を

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
、
沿
道
か

ら
盛
ん
な
声
援
を
受
け
な
が
ら
健

脚
を
競

い
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り

①
色
見
ｌ
②
横
町
③
高
森
町
農
協

交
通
事
故
を
な
く
し
健

康
づ
く
り
と
親
睦
を
目
的

と
し
、
明
る
く
活
気
に
み

ち
た
町
に
し
よ
う
と
毎
年

開
か
れ
て
い
る
交
通
安
全

宣
言
駅
伝
大
会
が
二
月
十

六
日
、
高
森
駅
前
を
発
着

点
と
し
て
市
街
地
を
二
周

す
る
十
区
間
十
三

・
六
十

口
の
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
、色
見
１
チ
ー
ム
（昨

年
ま
で
西
丁
チ
ー
ム
と
し
て
出
場
）

が
二
年
連
続
六
回
目
の
栄
冠
を
手

に
し
ま
し
た
。

今
年
で
十
二
回
を
数
え
る
大
会

に
は
、
各
駐
在
区
や
職
場
か
ら
昨

年
よ
り
ニ
チ
ー
ム
増
え
て
十
三
チ

●   ●

●   ●

園児とゲームをする岩下助役

熊本県文化財功労者表彰

今村 俊男氏
受賞祝賀会

大阿蘇絵画展グランプリ

岩下 昭生氏

県文化財功労者表彰の今村俊男氏 (81)と 大阿

蘇絵画展グランプリの岩下昭生氏 (64)の受賞祝

賀会が 1月 21日 、町商工会館に105人 が出席 して行

われました。

祝賀会では、発起人を代表して山村文子町文化

協会副会長から両氏の紹介があり、今村町長をは

じめ来賓の祝辞を受け、記念品・花束贈呈の後祝

宴に移 りました。

今村氏は、尾下の獅子舞などの無形文化財の復

興をはじめ、古墳の発掘調査、高森城400年史・高

森町史の編さん等が認められ、昨年12月 3日 熊本

県教育長から表彰されたものです。

岩下氏は、昨年10月 19日 から阿蘇12カ 町村で開

催された第四回県民文化祭阿蘇で、阿蘇をテーマ

に催された大阿蘇絵画展に出品、101点 の入賞作品

の中から、みごとグランプリを受賞されたもので

す。

県文化財功労者表彰の

今村俊男さん
大阿蘇絵画展グランプリ

受賞の岩下昭生さん

(7)

駅伝大会で優勝 した青年団のみなさん

第
十
七
回
阿
蘇
郡
青
年
団
対
抗
駅
伝
大
会

が
二
月
二
日
、
高
森
町
を
ス
タ
ー
ト

一
の
宮

町
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
十

一
区
間
四
十
三

・
二

キ
ロ
の
コ
ー
ス
に
五
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ

れ
、
本
町
青
年
団
が
三
年
ぶ
り
三
回
目
の
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

前
日
か
ら
の
積
雪
で
悪
条
件
の
中
ス
タ
ー

ト
し
た
駅
伝
で
は
、　
一
区
か
ら
区
間
賞
と
本

町
青
年
団
が
飛

‐び
出
し
、
前
半
六
区
間
の
内

半
分
の
三
区
間
で
区
間
賞
を
取
り
快
走
、
二

位
の
久
木
野
村
青
年
団
に
四
分
の
大
差
を

つ

け
前
半
を
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

新
酒
と
ふ
る
さ
と
の

味
ま
つ
り
が
ス
タ
ー
ト

高
森
の
冬
の
観
光
素
材
で
あ
る

寒
造
り
の
新
酒
と
ふ
る
さ
と
の
郷

土
料
理
や
、
食
の
店
そ
れ
ぞ
れ
の

特
別
料
理
を
提
供
し
て
高
森
の
冬

の
魅
力
を
売
り
込
む
、
第
四
回
新

酒
と
ふ
る
さ
と
の
味
ま
つ
り
の
オ

ー
プ

ニ
ン
グ
が
二
月
十
五
日
、
肥

後
銀
行
駐
車
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

町
観
光
協
会
が
主
催
し
て
行
わ

れ
る
味
ま
つ
り
は
、
二
月
十
五
日

か
ら
二
月
二
十
日
ま
で
の
約

一
カ

月
間
を

「新
酒
と
ふ
る
さ
と
の
味

ま
つ
り
月
間
」
と
し
て
行
わ
れ
、

期
間
中
毎
週
土
曜
日
は
、
山
村
酒

造
前
で
新
酒
ふ
る
ま
い
酒

。
だ
ご

汁
な
ど
た
く
さ
ん
の
催
し
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

後
半
は
や
や
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
、
二
位
に
上

が

っ
た
南
小
国
町
青
年
団
に
五
十
五
秒
差
と

追
い
上
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
の
ま
ま
逃
げ

き
り
三
時
間
九
分
二
十
三
秒
で
優
勝
の
栄
冠

を
手
に
し
ま
し
た
。

参
加
選
手
は
次
の
通
り

（敬
称
略
、
◎
印

は
区
間
賞
）

一
区
◎
本
田
隆
洋
、
二
区
冨
永
春
美
、
三
区

本
田
秀
雄
、
四
区
◎
佐
藤
民
雄
、
五
区
児
玉

幸
之
助
、
六
区
◎
二
子
石
修
二
、
七
区
北
岡

い
ず
み
、
八
区
◎
住
吉
幸
記
、
九
区
藤
本
康

雄
、
十
区
井
上
美
代
、
十

一
区
赤
星
直
光

協力して巣箱づ くりをする親子

本
町
青
年
団
三
年
ぶ
り
の
栄
冠

ミ 六

町
の
話
題

話題があ りま

した ら、お知

らせ くだ さい。

総務課

広報統計係
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